
斤量 クラス コース ※文字色の意味

別定 GII 阪神 赤…GOOD妙味大な馬		青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 血統 適性 能力 ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｽ 総合 人気 印 結果 大駆値 血統

1 マッチレスヒーロー 荻野極 オレハマッテルゼ サンデーサイレンス チーフベアハート ダンジグ D E E E E E 14 消 14 0

2 ラブカンプー Mデムーロ ショウナンカンプ プリンスリーギフト マイネルラヴ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B C B B B B 2 ▲ 2 0

3 アドマイヤゴッド 北村友 ハーツクライ サンデーサイレンス ダンジグ ダンジグ D B C E B C 10 △1 8 2

4 コウエイタケル 小牧 ステイゴールド サンデーサイレンス フレンチデピュティ ヴァイスリージェント D D D E D D 11 消 4 7 適性

5 レジーナフォルテ 杉原 アルデバランII ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ボストンハーバー シアトルスルー B C B A C D 8 △2 13 -5	

6 アサクサゲンキ 松山 ｽﾄｰﾐｰｱﾄﾗﾝﾃｨｯｸ ストームキャット ﾃﾞｨｸｼｰﾗﾝﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ ノーザンダンサー B C B B C C 6 ◯ 12 -6	

7 ダイアナヘイロー 武豊 キングヘイロー リファール グラスワンダー ロベルト B C C B C C 4 △3 11 -7	

8 ラインスピリット 森一 ｽｳｪﾌﾟﾄｵｰｳﾞｧｰﾎﾞｰﾄﾞ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ トニービン グレイソヴリン B C C C C C 9 △4 5 4 データ

9 ネロ 福永 ヨハネスブルグ ストームキャット サンデーサイレンス サンデーサイレンス B B C C C C 3 △5 6 -3	

10 フミノムーン 国分優 アドマイヤムーン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ サンダーガルチ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B C C C D C 12 消 9 3

11 アンヴァル 松若 ロードカナロア キングマンボ フレンチデピュティ ヴァイスリージェント B A C B A B 5 ◎ 10 -5	

12 ブラヴィッシモ 和田 ファストネットロック デインヒル サドラーズウェルズ サドラーズウェルズ B D E E E E 13 消 7 6

13 グレイトチャーター 幸 サクラバクシンオー プリンスリーギフト ｼﾞｬｲｱﾝﾂｺｰｽﾞｳｪｲ ストームキャット B C D B C D 7 消 3 4

14 ファインニードル 川田 アドマイヤムーン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ﾏｰｸｵﾌﾞｴｽﾃｨｰﾑ ミルリーフ B B A B A B 1 ☆ 1 0

15 ウインソワレ 菱田 ロージズインメイ ヘイロー ダンスインザダーク サンデーサイレンス B C D E D D 15 消 15 0 ペース

※背景色付は特注血統保持馬(名前欄に色付きは母母が保持) ※評価はこのレース中の相対評価になります
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ラップタイム
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セントウルステークス 芝1200m 稍重想定 平坦 中荒れ D

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度

PREVIEW ダイアナヘイロー=当週の調教は折り合いを欠いてめちゃ
くちゃ。前走の北九州記念も見所ない競馬でしたし、ス
プリント重賞で今まで１回しか馬券に絡んだことがない
のに過剰人気。今回も武豊の4000勝が近いとなれば過剰
人気が必至か。

　関西地方は週中から雨が降っている模様で土日も雨となれば道悪が濃厚。ただ、開幕週でもあるのでどれくらい時計がかかる馬場になるのか金曜時点ではわからず、セントウルステークスは現時点では詳細な予想がしにく
い。一応道悪で少しは時計がかかって1分8秒台後半ぐらいで決着すると言う前提でプレ予想を組み立てたが、土曜の馬場を見てから最終判断を下したほうがいいだろう。

　本命は急坂の阪神コース替わりと雨での馬場渋化で上昇ありそうな◎アンヴァルに期待する。もともとこの馬は世代最上位のスプリンターと見ていた馬で、血統を見ても父、母、祖母が全てスプリント重賞を勝っていると
いう優秀な家系。ただ、一本調子のスピードタイプかと言われればそうではなく、距離の融通も聞いた父の色が濃く出ているようである程度総合力が問われる条件に強いスプリンターというイメージの馬だ。

　前走に関してはスタート直後に挟まれて位置を落としたのが全て。直線ではインで詰まってほとんど追えていませんし度外視可能だろう。２走前はスタートこそポンと出たが平坦コースのスプリント戦での短縮ローテでス
ピード負けして位置を落とした感じ。ここ２戦を見ても平坦小回りコースではスピード不足な感じが否めず、もう少しスピードが問われずに総合力が問われるスプリント戦で走れそうな馬という印象だ。

　今回は前走の平坦小回りコースから直線に急坂がある阪神コースに。その上で週中から降り続く雨の影響で馬場が渋る事は確実。この馬は２歳時に極悪馬場の京都コースで圧勝経験があったり、タフな福島コースでなかなか
骨っぽいメンバー相手に馬なりでぶっちぎった経験もある馬。馬場がタフになってスピードが問われにくいスプリント戦になれば今回の相手ならば十分に戦えると見ていいはず。

　前走は後方追走とはいえレース自体がかなりのハイペースだったのでこの馬も前半3F=33.6で走っている計算。その前走も不利さえなければもう少し前の位置で走れていたはずで、今回は積極的に乗る傾向の鞍上だったり外
目の枠に前に行きそうな馬があまりいないという枠並びを考えてもそう絶望的に後ろの位置からになるとは思えない。セントウルステークスは前半ペースの速いアイビスサマーダッシュや北九州記念からのローテの馬が走りや
すいレースでもありますし、今年のメンバーでこの２つのレースからのローテーションで最も条件替わりが向きそうなこの馬は面白いと思います。

妙味大な馬
アンヴァル=前走はスタート直後に挟まれたのが全て。こ
こ２戦を見ている限りでは平坦のスプリント戦ではス
ピード負けしている感じ。今回は馬場が渋って直線に急
坂がある阪神コース。前走で前半33.6の追走ができてい
れば今回は楽なはずで外枠もプラス。

スプリントのハイレベルなGII戦らしく過去の好走馬は父
が非サンデーサイレンス系のスピードタイプの血統ばか
り。特に父ミスプロ系やストームキャット系などの米国
ダート血統の活躍が目立っています。

北九州記念やキーンランドカップと違って最後に急坂が
待ち受けているため、そこを走りきれる底力が必要。い
くら近走成績が良くても平坦コースばかり走っている馬
だと信頼できないだろう。

◎1番人気(2-5-1-2)
×7歳以上で当日7番人気以下(0-0-0-18)
◯4歳	(4-2-1-16)	17.4%	26.1%	30.4%
◯前走アイビスサマーダッシュ(3-2-0-5)
×10番人気以下(0-0-0-36)
×前走OP特別・条件戦(0-0-1-24)
△前走1400m(0-0-1-13)

ネロが何が何でも逃げたそうだが、他にも逃げたい馬は
いっぱいいる。それなりにペースは流れそう。道悪と
言っても開幕週なので好位差しが最も向くか。

危険な馬

穴馬
アドマイヤゴッド=前走のUHB賞はインで詰まり気味であ
んまり追えずに終了。昨年のセントウルSでは僅差の５着
に走れていますし、上手くインから捌ければこの相手な
ら戦えてもいいか。

タイム

1:08:08

REVIEW
　阪神競馬場は開幕週ということもあり雨の影響があっても速い馬場。だったのだが、日曜の午後からは土砂降りに。10レースでも道悪適性が高そうなヴァフラームが勝利していましたし、相当タフな馬場だったことは間違い
ない。そんな中でラブカンプーとネロが競り合って前半は33.3のハイペース。最後の1ハロンは12.7とかかったが、この馬場で1:08:8なら普通に評価して良いのではないか。

　そんなレースを完全な休み明け仕上げで勝利したファインニードル及び厳しいペースで粘ったラブカンプーは普通に強いだろう。
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枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 マッチレスヒーロー 荻野極 消 E 14 14

2 ラブカンプー Mデムーロ ▲ B 2 2

3 アドマイヤゴッド 北村友 △1 C 10 8

4 コウエイタケル 小牧 消 D 11 4

5 レジーナフォルテ 杉原 △2 D 8 13

6 アサクサゲンキ 松山 ◯ C 6 12

7 ダイアナヘイロー 武豊 △3 C 4 11

8 ラインスピリット 森一 △4 C 9 5

9 ネロ 福永 △5 C 3 6

10 フミノムーン 国分優 消 C 12 9

11 アンヴァル 松若 ◎ B 5 10

12 ブラヴィッシモ 和田 消 E 13 7

13 グレイトチャーター 幸 消 D 7 3

14 ファインニードル 川田 ☆ B 1 1

15 ウインソワレ 菱田 消 D 15 15

配合を見てもかなりスピードに偏った配合のスプリンター。急坂の阪神コース替わりも道悪になりそうな馬場もマイナ
スだとは思うが、今回はちょっと相手が弱すぎる。この枠でデムーロならスッと逃げてしまうか絶好のインの番手を確
保しそうですし、坂を苦にしても自力で上位に来そうな感じがします。

抜群のスタートからネロに競りかけられる非常に厳しい展開
を粘っての２着。急坂も道悪もこなしての２着で非常に価値
のある内容。スプリンターズSは流石に酷だと思うが。

PREVIEW REVIEW
明らかにダート向きの馬。芝では厳しい。 前半から全くついていけず。完全にここでは無理だった。

前走のUHB賞はインで詰まり気味であんまり追えずに終了。昨年のセントウルSでは僅差の５着に走れていますし、上手
くインから捌ければこの相手なら戦えてもいいか。

インで脚を溜めて伸びてきたが、今回は絶好条件だったと思
うだけにこれが限界なんだろう。

芝1400mのオープンでやっとこさ足りる状態。スプリントの重賞では厳しい。 渋った馬場でそこまでスピードを要求されなかったのがよ
かった。インから完璧に捌いてギリギリの４着。大穴を開け
るまでは行かなかった。

絶対的なスピードは現役でもトップクラス。ただ外枠から揉まれずにスピードを活かす競馬じゃなきゃダメなタイプ。
溜めても伸びないので内枠で同型多数となると厳しそう。

内枠で主張せずに揉まれる競馬に。この馬は外枠で伸び伸び
とスピードを活かす競馬でなきゃダメなタイプ。オープンな
ら明らかに上位だと思うので覚えておきたい。

能力的にはここでも上位だが近走は行き足がつかなくなってチグハグな競馬。どうもコメントを見る限りでは今回は脚
を溜める競馬をするとの事。内枠でごちゃつくのが良いタイプにも見えず、それなりに人気しそうとなるとこれぐらい
の評価か。

スタートこそ上手く行ったが直線で全く伸びず。ここ２戦は
さっぱりな成績となっており、ちょっと疲労があるかも。一
度休んで立て直したほうがいい。

当週の調教は折り合いを欠いてめちゃくちゃ。前走の北九州記念も見所ない競馬でしたし、スプリント重賞で今まで１
回しか馬券に絡んだことがないのに過剰人気。今回も武豊の4000勝が近いとなれば過剰人気が必至か。

好位追走から全く伸びずに終了。いまだによくわからない馬
だが、果たして阪急杯のような奇跡がまた起こるんだろう
か。

母父トニービンの影響が出ているので渋とさはあるスプリンター。溜めてもキレないので積極的に乗ってこその馬だ
が、近走を見ても鞍上の消極的な騎乗で取った位置をそのまま回ってくるだけのレース続き。夏もあまり良くないです
し、抑え評価が妥当か。

好位でキレずバテずのいつもと同じ競馬。これだからこの馬
はもっと強気に乗らなきゃよさがでない。この鞍上のままで
は同じ競馬を繰り返しそう。

ストームキャット系らしい淡白な一本調子の逃げタイプ。前走のクラスターカップは相手が弱かった感じで逃げられて
の２着。今回はこの馬よりもスピードがありそうな馬が多数おり、そう簡単に逃げられなさそうだが。

ラブカンプーが主張したことで逃げられず。それでも悪化し
た馬場を活かして見所は作った。芝でもダートでも色々と条
件が揃わないとという感じ。

近走は展開や馬場が向いていないにしても負けすぎ。今回は道悪馬場で展開もそれなりに向きそうなのでプレ予想では
抑えの印を売った。ただ時計が開幕週で速ければ買う必要はなさそう。

いつもよりは前目の位置につけてこの結果。馬場も向いてい
たと思いますし、近走内容を見ても少し衰えはあるか。

前走はスタート直後に挟まれたのが全て。ここ２戦を見ている限りでは平坦のスプリント戦ではスピード負けしている
感じ。今回は馬場が渋って直線に急坂がある阪神コース。前走で前半33.6の追走ができていれば今回は楽なはずで外枠
もプラス。2歳時には道悪馬場で圧勝してタフ馬場の福島2歳Sでも圧勝。ここならやれる。

スタートもイマイチで追走もできず。直線でも伸びず。
ちょっと馬としておかしくなってきてしまっているかも。一
度休養させてオープンぐらいからやり直したい。

今年に入ってから浮上のきっかけさえつかめない。もともとスプリント戦も若干短いだけに・・・ 後方追走から明らかに良化を見せる内容。徐々に本調子に
戻ってきたようで、これでベスト条件の1400m戦でもう少し
楽に追走できれば走っても。

前走は最後に勢いよく突っ込んできたが、サクラバクシンオー産駒の相性が絶好の北九州記念で最後にインを突いたの
がよかったか。どれくらい人気するかだが前走４着は無視して良さそう。

前走が血統バイアスの影響が大きいというところだけに捉わ
れて道悪適性を軽視してしまった。ただ、それでもここまで
馬場が悪くなるとは予見できなかった。

まだ絶対的な王者とは思えないが、香港馬相手に４着に走った前走は立派。今回は完全な叩き仕上げで大外枠と条件は
よくないが、それにしても相手が弱すぎる。この程度のメンバーなら本格化した今なら休み明けでも格好はつけなけれ
ばいけない。もともとセントウルSはこういう1番人気が格好はつけるレースだ。

好スタートから外目の絶好位を追走。余裕の手応えで差し
切った。自在性があって揉まれるのも問題ないタイプ。現役
最上位の能力も明らかでまず次走も有力。

オープン以上では明らかにスピード不足。ここは同型も多数いる上に大外枠となると厳しいだろう。 大外枠から主張もできずに惨敗。流石に重賞では厳しかっ
た。


